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　 先 の ニ ュ ー ス レ タ ー（44 号 ）
では、近年急速に理解が深まって
きたシーケンス層序学の視点から
メガシーケンスがノアの洪水で堆
積した可能性を論じました。
　存在している６つのメガシーケ
ンスは地球規模の広がりを見せ、
同じメガシーケンス は同時期に
形成されたことが堆積層の広がり
からわかります。
　今回は聖書層序学の視点から化
石と大陸移動について考えます。

メガシーケンスからわかる
大洪水の変遷（2）

ジェネシスジャパン会長　宇佐神　実　
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。
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1 日で形成される化石

　進化論では、化石形成は数万〜
数百万年かかると主張していま
す。しかし、英国ブリストル大学
の３人の研究者が本物の化石と同
様の化石をわずか 1 日で作るのに
成功しました。
　化石化には、一定の条件が必要
です。これまでの研究から生物に
含まれる不安定物質（変化しやす
い物質や分解されやすい物質）と
揮発性成分が残っていると、化石

ディッキンソニア　最長のものは 1.2m

チャルニア　最 長のものは 2m

スプリギナ　最長 5cm

コロナウイルスと創造論
　オーストラリアの創造団体 CMI
が、コロナウイルスを聖書的創造の
視点から考える映像（日語字幕）を
作成しました。ジェネシスジャパン
のホームページにリンクしてあり
ますので是非ご覧ください。

秋の創造セミナー中止
　楽しみにしていただいている秋
の創造セミナーですが、今年はコロ
ナウイルス予防のため、やむなく中
止とさせていただきます。ご了承い
ただければ幸いです。



化することはなく、スポンジ状の
泥のようになってしまうことがわ
かっていました。
　彼らがそれらを取り除くために
考案したのは、先に試料（トカゲ
の足、鳥の羽、葉など）を多孔性
粘土に埋め込むことでした。これ
によって実際の堆積層と同じ状況
が作り出されました。
　さらにオーブンで高温（210℃）
にし、高圧釜で高圧下（240bar 
/238 気圧）に置きました。1  そ
の結果、不安定物質や揮発性成分
は粘土中に吸着して取り除かれ、
実際の化石に含まれる成分だけが
残されて、本物の化石同様の化石
ができあがったのです。この実験
で明らかになった短期間で化石化
する条件は、次の３つです。
　1. 試料を堆積層に埋める
　2. 高温下に置く
　3. 高圧下に置く
　自然に起こる通常の堆積作用

（河川からの流入や洪水）では、
厚さ数ミリ～数十センチ程度の堆
積ができるだけですから、必要な
高圧は得られません。化石を形成

させるほどの圧力を得るために必
要な堆積層の厚さは、数メートル
から数十メートルです。
　したがって、教科書で教えられ
てきたように生物の死骸が河川か
ら流入する堆積物で徐々に埋めら
れたとしても、化石化が起こるこ
とはありません。
　1980 年 に セ ン ト ヘ レ ン ズ 山
が噴火した時、700℃の火砕流
が 発 生 し、 北 方 に 向 け て 時 速
80~130km で流れ下り、最大で
8km にわたって大地を埋め尽く
しました。2　このように火山活動
が関連する場合は、化石化の条件
の 1 つである高温を得ることがで
きます。

　ノアの生涯の六百年目の第二の
月の十七日、その日に、巨大な大
いなる水の源が、ことごとく張り
裂け、天の水門が開かれた。

創世記 7:11

　ノアの洪水の最初の出来事がこ
こに描写されていますが、「巨大
な大いなる水の源が、ことごとく

張り裂け」という描写から、火山
噴火も同時に起こったことが容易
に考えられます。
　ノアの洪水の時、火山噴火も至
る所で発生したなら、化石化が起
こる 3 つの条件が揃います。数十
〜数百メートルの高温な地層が短
期間で堆積し、そこに埋められた
生物は短期間で化石になってしま
うことが可能だからです。実際、
化石は溶岩流が見られるところか
ら発見されるのです。3

　オーストラリアの聖書地質学者
ロン・ネラー博士は、「この最新
の実験結果は、創世記 6-8 章に書
かれているノアの洪水の記述を裏
付けている。その時、空前絶後の
急速な堆積が起こり、その堆積物
は不安定物質や揮発性分子を取り
除き、何百万年というときをかけ
ずに必要な圧力を加えた。3」と
述べています。
　このように、地球規模で短期間
の間に起こったノアの洪水こそ化
石が形成され、存在する理由と言
えるのです。

２

第四系
上部中新統〜 
--------------------
新生界第三系

白亜系
--------------------

ジュラ系
--------------------

三畳系
--------------------

ペルム系

石炭系
--------------------

デボン系
--------------------

シルル系
--------------------
オルドビス系
--------------------
カンブリア系

テハス

アブサロカ ~ ズニ

ソーク ~ カスカスキア

メガシーケンス　　　地層名

アブサロカ〜テハスソーク〜カスカスキア

図
１　
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化
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例
）
新
生
界 

古
第
三
系 

上
部
漸
新
統

５大絶滅事件
それ以外の絶滅事件

全体的推移
よく同定されたデータ
セプコスキーのデータ

（百万年）
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大量絶滅

　進化論に基づく地質学では、堆
積層に含まれる化石の種類数に基
づいて、５億数千万年前から１万
年前くらいにかけて、ビッグファ
イブと呼ばれる５度の大量絶滅お
よびその他の絶滅が繰り返されて
きたと考えられています。
　聖書地質学では、これらの絶滅
はノアの洪水の 1 年余りとその後
に起こった氷河時代終期の洪水に
よって起こったと考えます。
　図 2 の▼は、ビッグファイブを、
▼はそれ以外の絶滅を示していま
す。聖書には次のように書かれて
います。

　こうして地の上を動いていたす
べての肉なるものは、鳥も家畜も
獣も地に群生するすべてのもの
も、またすべての人も死に絶えた。

創世記 7:21

　このように、ノアの洪水によっ
て箱船に乗らなかったすべての陸
生動物と人が絶滅したことが語ら
れています。聖書に基づいて考え

るなら、堆積層から発見される化
石はノアの洪水が起こった証拠な
のです。

ソークメガシーケンス

　さてノアの洪水、メガシーケン
スそして化石の形成について考え
てみましょう。

　オーストラリアのアデレード北方
のエディアカラ丘陵から発見された
化石群の生物は、殻も骨格もなく柔
組織だけしかありませんでした。他
にもカナダのニューファンドランド
島、ロシアの白海沿岸からも同様の
化石が発見されています。この化石
群はカンブリア系のすぐ下に存在す
るエディアカラ層に存在します。
　聖書に基づいて考えると、これら
はノアの洪水前の大陸沿岸に生息し
ていた生物で、洪水堆積物で最初に
一瞬のうちに埋められて化石になっ
たと考えられます。
　この層は、ソークメガシーケンス
の最下部に位置します。

コ
ラ
ム
1
：
エ
デ
ィ
ア
カ
ラ
化
石
群

　６つのメガシーケンス のうちの
最下層に位置するソークメガシー
ケンスは、ノアの洪水の最初に堆
積しました。
　図 2 を比較して見ると、カンブ
リア系〔Cm〕の絶滅▼は、ソー
クメガシーケンス に含まれていま
す。ここからは海生生物の化石だ

ソーク ティペ
   カヌー ズニカスカスキア アブサロカ テハス

図 3. 各メガシーケンスとノアの洪水の経過および図２の地質時代との対応

図２. 顕生界に見られる生物の化石（属レベル）（Wikipedia より）

0　　　　　　　　　   40?　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　  150           370（日）

図２および図３の解説

　図２は、堆積層から発見される生
物の化石の「属」数を進化論に基づ
く時間経過とともに示しています。
　進化論では、進化の過程で絶滅を
繰り返しながら生物は進化し、「属」
の数も増えてきたと推測します。
　一方、聖書的創造の立場では、最
初にすべての生物の「種類」が創造
され、ノアの洪水の時に箱船に乗ら
なかった陸生動物は死に絶え、多く
の生物が堆積層に埋められて化石と
なって絶滅したと考えます。
　今日の陸生動物は、箱船に乗船し
た陸生動物の「種類」の子孫です。
　図３の時間経過は、図２の地質時
代に対応する各メガシーケンスとノ
アの洪水の経過日数を示していま
す。

（千）
化
石
か
ら
発
見
さ
れ
る
属
の
数
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けが発見されますが、これは図４
にある洪水以前に存在したパンゲ
ア大陸の浅瀬部分にまず洪水によ
る堆積が起こったからだと考えら
れます（エディアカラ系および図
１のカンブリア系〜オルドビス系
下層の化石）。

ティペカヌーメガシーケンス

　引き続き洪水で水かさが増し、
その水によってティペカヌーメガ
シーケンス が堆積しました。こ
のメガシーケンス の中から発見
される化石も図１からわかるよう
に海洋生物のものばかりです。し
かもビッグファイブの１つ目▼が
図２のオルドビス系〔O〕末に存
在していることから、大量の海洋
生物の化石ができたことがわかり
ます。また、おそらく陸生生物は
洪水を避けてより高い地域へと逃
げていったことでしょう。（図１：
オルドビス系中層〜デボン系下
層）。この頃箱船が地から押し上
げられたかもしれません。

カスカスキアメガシーケンス

　陸上に水がみなぎり、どんどん
陸地が水に覆われ、陸上にも厚い
堆積層が出現していきます。こう
して堆積したカスカスキアメガ
シーケンスには海洋生物だけでな
く陸生生物（昆虫や爬虫類など）
の化石も出現しています。このメ
ガシーケンス に含まれる図２の
デボン系〔D〕の地層にはビッグ
ファイブの 2 つ目▼が存在し大量
絶滅が化石に記録されています。

（図１：デボン系下層〜石炭系〔C〕
中層）。

アブサロカメガシーケンス

　この第四のメガシーケンスが堆
積した時は、洪水の水が大陸の広
範囲を覆っていたことがメガシー
ケンス の堆積の様子からわかり
ます。また陸生生物の化石も徐々
に爬虫類、恐竜、哺乳類が混ざっ
ていきます。この堆積層には、ビッ
グファイブのうち３つ目と 4 つ目
▼が存在します。（図１：石炭系〔C〕
中層〜ジュラ系〔J〕下層）。

ズニメガシーケンス

　ズニメガシーケンスは洪水が
最高水位に達した 150 日目前後、
当時最も高かった山も水没し、地
球全体が完水してしまった時期に
堆積しました。箱船に未乗船の陸
生動物は完全に死に絶えてしまい
ました。ここには恐竜などの化石
が見られます。またビッグファイ
ブの五つ目▼が存在し、洪水の壮
絶さを物語っています。（図１：
ジュラ系〜古第三系〔Pg〕下層）。

キノグナトゥスの化石
三畳系陸生爬虫類

約 1.5 〜 3m
メソサウルスの化石
ペルム系水生爬虫類

40cm 〜 1m

グロッソプテリス
（シダ類）の化石

　  古生界ペルム系
南半球の全大陸に分布

リストロサウ
ルスの化石

三畳系爬虫類
90 〜 120cm

オーストラリア

南極

アフリカ インド

南アメリカ

図
４　
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ア
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テハスメガシーケンス

　テハスメガシーケンスは、後に
述べる大陸移動が進んで陸地が隆
起沈降し、今日見られるような起
伏に富む地形が形成された時期に
堆積したメガシーケンス です。
　地球全体を覆っていた水が引く
時に侵食と共に多くの陸生生物の
死骸も押し流されて集積され、埋
められて化石となったでしょう。
図１からわかるように、陸生生物
の化石の頻度が最も高くなるのは
この時期です。また最近はこの最
後の時期の絶滅▼は大絶滅▼では
ないかとの主張も出てきています

（図２：古第三系〔Pg〕〜新第三
系〔Pg〕上層）。
　このように、メガシーケンス 
の解明によってノアの洪水の進捗
状況がわかり、堆積層に含まれる
化石から、洪水の水がどの範囲を
覆っていたかもおおよそ理解でき
るのです。

大陸移動の開始

　ノアの洪水の途中で大陸移動が
始まったことは、メガシーケンス 
の堆積層の様子からわかります。
　かつて地球上には図４に見られ
るようなパンゲアと呼ばれる大陸
が一つだけ存在した時期があった
と考えられます。その理由をいく
つか挙げると、
　・6 大陸の形をジグソーパズル
のように組み合わせると１つの大
陸になる（地形学的根拠）
　・６大陸を１つに合わせた時の
大陸間の地質が連続している（地
質学的根拠）
　・図 5 に見られるように発見さ
れる化石が大陸をまたいで連続し

ている（古生物学的根拠）
　・創世記の天地創造の記録に海
が一箇所に集まって陸地が現れた
ことが記されている（聖書的根拠）

　神は「天の下の水は一所に集ま
れ。かわいた所が現われよ。」と
仰せられた。するとそのように
なった。神は、かわいた所を地と
名づけ、水の集まった所を海と名
づけられた。神は見て、それをよ
しとされた。創世記 1 章 9、10 節

　現在は、いくつもの大陸によっ
て海が分断され、多くの島々が存
在していますが、天地創造の時に
は海は一箇所でした。逆に言えば、
大陸も一つだった可能性が考えら
れます。
　聖書地質学者は、メガシーケン
スの変遷から大陸移動の時期を読
み解きました。それは、大陸移動
が起こると、大陸が分裂して大陸
間に海ができ、海となった部分に
はそれまでなかった堆積層が沖合
に出現します。
　図４を見ると、北アメリカ大陸
東海岸とアフリカ大陸北西部がか
つては接続していたことがわか
ります。別紙（NL44 に添付）の
北アメリカ大陸東海岸（別図４4）
とアフリカ大陸北西部（別図５4）
を見るとソーク、ティペカヌー、
カスカスキアの各メガシーケンス
のそれぞれの海岸線の沿岸には、
堆積層が存在していません。これ
は、北アメリカ大陸東海岸とアフ
リカ大陸北西部がその時点ではま
だ接続していたことを意味しま
す。
　しかしアブサロカを見ると、そ
れぞれの海岸線の海側にも堆積

層が存在するようになり、さらに
その後のズニ、テハス両メガシー
ケンスでもさらなる堆積層が存在
していることがわかります。この
ことからアブサロカメガシーケン
スが堆積した時期に最初の大陸移
動が始まって、北アメリカおよび
ユーラシア大陸がパンゲア大陸か
ら別れ、北大西洋が存在するよう
になったと考えられます。
　さらに、アフリカ大陸南西部（別
図５4）と南アメリカ大陸東海岸

（別図６4）を見比べると、ソーク
からアブサロカまでの 4 つのメガ
シーケンスには沿岸部に堆積層が
存在しておらず、ズニメガシーケ
ンス以降でそれぞれの沿岸部に堆
積層が存在しています。すなわち、
南大西洋が存在するようになった
のは、ズニメガシーケンスが堆積
した時期にアフリカ大陸から南ア
メリカ大陸が分かれたためだと言
えます。同様に、カナダとグリー
ンランドの間の堆積層もズニメガ
シーケンスから出現しています。
カナダとグリーンランドが分裂し
たのもこの時期だということがわ
かります。

大陸移動の終焉

　カリフォルニア州立大学フラー
トン校元教授で聖書的創造を信じ
る地球物理学者ジョン・バウム
ガードナーは、大陸移動説の権威
で、スーパーコンピュータを用い
て大陸移動のメカニズムを検証し
ました。
　その結果、大陸移動の時にプ
レート（十数枚存在する地球表面
を覆う岩盤）とプレートが衝突し
片方が他方の下に滑り込むと、プ
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■創造を伝える働き人養成講座
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　　詳細はお問い合わせください

■第四回全アジア創造
　カンファレンス台湾大会
　　2021/08/12 〜 14

■秋の創造セミナー
　* 本年は感染予防のため中止します

■米国創造博物館・箱船ツアー
　* コロナウイルス終息まで延期

お問い合わせ・セミナーのご依頼は、
　ジェネシスジャパンまで　

創造を伝える働き人養成講座

【募集要項】
・聖書の言葉が創造主の言葉だと信じる方。
・御子イエス・キリストを救い主と信じる方。
・創造を信じることの大切さを学び、伝えたいと 願う方。

　　　講座の目的と概要　
＊創造主のみわざのすばらしさに感動し、
　その感動を伝える働き人が起こされる
＊創造論の講演に加え、創造論の背景とな
　る知識や考え方を少人数で学ぶ
＊創造を伝えるのに使える資料の提供
＊修了証授与（全日程参加者）
＊創造論を用いての個人伝道、CS や教会で
　のメッセージ、講演ができるように協力
　２泊３日５食・定員12名・参加費3万円

講座開催予定
　　徳島・高知　2021/02/28 〜 03/07
　　　　　　　（手話講師養成講座も開催予定）　
　　詳細はジェネシスジャパンへお問い合わせください

献金のお願い
国内外に創造のみわざを伝えるた
め、ぜひご支援ください。
ジェネシスジャパン
ゆうびん振替　00350-7-3364
ゆうちょ銀行　10650-52405611

お祈りください
・コロナウイルスのために対外
　的な講演活動がほぼ停止して
　います。活動が早く再開でき、
　聖書的創造が伝わる機会が増
　えますように。

・養成講座を通して、創造を語
　る人が起こされますように。

・秋の創造セミナーが開催でき
　ますように。

・アジア圏での創造宣教の働き
　が前進しますように。

レート間に生じる摩擦熱によって
岩盤が溶けて液状となりプレート
が一気に滑り込んでしまった可能
性が示されました。すると、沈み
込むプレートの上に乗った付加体

（ノアの洪水で堆積したまだやわ
らかい地層）が衝突された側のプ
レートの上にある付加体を押し上
げて褶曲が起こり、ヒマラヤ山脈、
アルプス山脈、ロッキー山脈、ア
ンデス山脈などが数千メートルも
隆起して現在の高さになったと考
えられます。それが起こった時期
は、そこに含まれる化石から始新
統の地層、すなわちテハスの堆積
時期と一致するのです。5

　また、この造山運動に伴って地
球を覆っていた水が退水し、その
力で地球規模での侵食が起こって
堆積したのがテハスメガシーケン

ス（新生界古第三系始新統から新
第三系最後の鮮新統までの地層）
です。　
　始新統の堆積層から大量の巨大
海洋生物の化石が発見されるの
は、急激に起こった造山運動に
よって一気に流れ下った土砂に埋
められてしまったためでしょう。
こうしてノアの洪水は終焉を迎え
ました。

　ノアの生涯の第六百一年の第一
の月の一日になって、水は地上か
らかわき始めた。ノアが、箱舟の
おおいを取り去って、ながめると、
見よ、地の面は、かわいていた。 

創世記 8 章 13 節

　さらに層序学のデータが蓄積さ
れ、研究が進むことでノアの洪水
の詳細が明らかになっていくこと
でしょう。
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